
 ５，６年生の総合学習では、朝日町の魅力を伝えるためには、まず

自分たちが地域を知る必要があると考え、地域のゲストティーチャ

ーをお招きし、お話を伺いました。子供たちの「この人に聞きたい！」

という思いのもと、３人の方に依頼をしたところ、快く引き受けてい

ただきました。白田忠一さん、飯野意彦さん、佐藤恒平さん、お忙し

い中、ありがとうございました。これからの学びに生かしていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

   

 

 

５，６年総合  

「朝日町の魅力を体感！ 

ZIMOTOを発信しようの巻き①」 
令和６年８月号① 大谷小学校 地域活動推進員 堀 志津 

地域学校協働活動 青りんごだより 

 これまで、子供たち

も当たり前のように参加

し、楽しんできた大谷風

神祭。あらためて、白田

さんから、祭りの歴史や

やりがいについてお聞き

しました。また、伝統を

受け継ぐ白田さんの熱い

思いと地域の課題も知る

ことができました。 

大谷風まつり実行委員長 

白田 忠一さん 
山形市から移住 りんご農家 

飯野 意彦さん 

まよひが企画 

佐藤 恒平さん 

 「朝日町でりんご

を作りたい！」全国を

回り農業の現場を見て

きた飯野さんが、移住

先として選んだのが朝

日町だったそうです。

こだわりのりんご作り

や朝日町での生活につ

いて、たくさん質問し

ていました。 

「ウサヒの中の人」

佐藤さんからは、ウサ

ヒと朝日町の関わり、

町の魅力の見つけ方に

ついてお聞きしまし

た。地域を自分事とし

て深ぼりしていく、子

供たちの今後の学習の

ヒントとなるようなお

話でした。 


